
会員通信・会記

谷 修一 (大阪府西成高校)   (中村 泉 Izumi Nakamura O北 川吉隆 Yoshitaka
5.ア ジ科魚類の鼻孔について             Kitagawa)

北川吉隆 (京大農)     
千葉県立中央博物館の住所表示と電話番号

6.兵庫県氷 L地方の淡水魚類相
変更のお知らせ

山科ゆみ子 (兵庫陸水生物研会)0細谷和海 (養殖研)
7.サ バ型魚類の鯛杷と鯛杷数              千葉市の政令指定都市移行にともない,千葉県立中央

中村 泉 (京大水実) 博物館の住所表示が 1992年 4月 1日 から,ま た電話番
二重大学の木村先生と西成高校の谷先生は珍らしいス  号とFAX番号が同年 4月 29日 から下記のように変更
ライドをぶ、んだんに用いて, さながら我々をそれらの旅  されましたのでお知らせいたします。(下線は変更箇所)
に同道させて Fさ ったかのようであった.

言己
話題提供終了後,午後 7時から懇親会が開かれ,久 し

ぶりに顔を合わせた魚屋達の話は秋の夜長を充分に使っ  新住所表示 〒260千葉市中央区青葉町 955-2
て悦尽きることがないようだった。    新

司Eξ彗1脆に:I赫よ]:編ffη」[碇
らゝ

12月 1日 (日 ):午前 9時から,ほ とんど全ての参加者  新 FAX;
が京都府漁連西舞鶴魚市場に車を連ねて見学に行った。                (宮  正樹 Masaki Miya)
次国での再会を約しつつ午前 H時頃に現地散会した.

会    言己・ PrOceedings

日本複写権センター発足と複写権委託表示に       
〒171東京都港区赤坂 9-6-42-704

ついて
    電話 03-3475462105618

ご存じのとおり,著作物を複写するには,著作権法に   FAX 03-3403-1738

よって認められた特別の場合以外は,著作権者の許可が
1991年度日本魚類学会シンポジウム

必要です。しかし,そ の都度許可をえて複写することは,
サケ属魚類に関する最新事情

利用者にも著作権者にも不便です.そ こで先進 18カ 国

では,複写権を集中的に処理するセンターが設置され,   日時三1991年 10月 6日
そこが著作者から複写権の委託を受け,利用者とは利用  場所:北里大学水産学部 第一校舎 4階
契約を結んで,一定の料金をとり,複写を許可すること  コンビーナー:山崎文雄 (北大・水)・ 井田 齊 (北Чl
によって,著作権者,利用者双方の便宜をはかっていま         大・水)

す. 開会の挨拶

日本でも, このような目的をもって「日本複写権セン   1.ア ラスカにおける地産,移殖,及び交配シロザケの
ター」が 1991年 9月 30日 に発足し,学協会著作権協議    回帰性
会が複写権の集中委託を行ってきました。           William Wo Smoker アラスカ フェアバンクス
日本魚類学会では,先に会誌の複写権を前記協議会に     大 水産 0海洋学部
委託しましたので,委託済であることを利用者が容易に   2.ア ラスカ産カラフトマスの適応的集団構造
識別できるように,本誌に「複写をされる方に」という     Anthony J.Gharrett アラスカ フェアバンクス
表示をすることにしました。                 大 水産 0海洋学部
なお,学協会著作権協議会では,ア メリカ合衆国の複   3.北海道産サクラマスの mtDNAの変異性
写権センターである CCC(COpyright Clearance Center)    小林敬典 0沼知健一 東大 0海洋研
と1991年 9月 1日付で相互協定を結びました.本会は   昼食
前記協議会を通じて CCCに も複写権を委託しましたの   4.淡水期における放流サケマス幼稚魚の分布 。移動
で,「複写をされる方に」の英文表示も併せ掲示します.     真山 紘・帰山雅秀 さけ・ます遮ゝ化場
なお, 日本複写権センターなどの詳細を知りたい方   5.サケ科魚類幼稚魚の降河回遊の引金機構
は,下記にご連絡下さい                   山

。                  岩田宗彦 養殖研 0日光支所
学協会著作権協議会内日本複写権センター支部      休憩
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6。 シロザケの分布と成長の長期変動

小倉未基・ 石田行正 遠洋水研
7.東北地方におけるシロザケの小型化現象

林崎健-0井 田 齊 北里大・水産
総合討論

閉会の挨拶

1。  Returns and Straying of Native, Transplanted, and

Hybrid Churrl SalIIlon at an Alaskan I‐ Iatchery

William W.Smoker

(SCh001 0f Fisheries and Ocean Sciences,

Un市ersity of Alaska Fairbanks)

Tagging experirnents at a new chum salinon hatchery

demonstrated a rate of return of native salinon that was

superior to the rate of return of salinon fronl either of two

transplanted donor stocks in one brood year but not in

another. Native,transplanted,and hybrid(haVing a native

and a transplanted parent)chum salinon were cultured

from fertilization to releasc at a hatchery at Juneau,Alaska.

Contrary to expectations the return rates of hybrid salinon

(reSulting from crosses between transplanted salmon and

between transplanted and native salmon)Were not inter―

mediate between return rates of natives and transplants。

Return rates of hybrids were,in one brood year,very low

and,in the other brood year greater than the return rates of

natives and transplants. Despite intense surveys of retur‐

ning churrl salinon at other streams in the local region very

feW(One)straying tagged chum salmon was found.Var‐

iation of tilning,size,and rnaturation age was not explained

by the ancestry― ―transplanted, native, or hybrid一 ―of the

salinon.

地産,移殖,お よび交配シロザケの回帰性
Wo Wo Smoker

(ア ラスカ フェアバンクス大学水産・海洋学部)
新設のサケ孵化場で行った標識放流試験の結果,地産
サケの回帰率が移殖放流サケの回帰率よりある産卵年で

は非常に高いが,他の産卵年では異なることが示され

た。地産,移殖,及び交配サケ (地産サケと移殖サケと

を親とした)を アラスカ州ジュノー市の孵化場で授精時

から放流時まで飼育した.期待した結果と異なり交配サ

ケ (移殖サケと交配サケを親とした)の回帰率は地産サ

ケと交配サケの回帰率の中間の値とはならなかった.交

配サケの回帰率はある産卵年では非常に低く,他の産卵

年では地産及び以植サケの回帰率より高い値が得られ

た.ジ ュノー地域の他の河川で回帰サケを大規模に調査

した結果,標識 した迷いサケは非常に少なく,唯一尾発

見されたのみであった。回帰時期,体サイズ,成熟年齢
にみ られた変異は,移殖,地産,交配によっては説明で

きなかった。

2。  Adaptive Microinfrastructure of a Pink SalIIlon Pop‐

ulation

A.J.Gharrett

(Juneau center for Fisheries and Ocean Sciences,

School of Fisheries and Ocean Sciences,

Un市ersity of Alaska Fairbanks)

In genetic models, the paradigFrl fOr a population is a

randonlly lnating group of individuals or a``gamete pool".

Extensions of population genetics models, for example to

nsheries applications,usuany assume this sirnple deinition

of a population. Research we have conducted on subpo‐

pulations of pink salmon(0“ cο′勾ソ
“
C力

“
S garb“sc力α)in

Auke Creek, a sman stream near Juneau, Alaska,suggest

that the silnple dennitiOn of a population is far fronl correct

for pink sallnon and that ignoring the more complex str―

ucture may have severe implications for ishery managers。

Heritability and development studies indicate genetic

substructure within the Auke Creek pink salinon runs,but

a genetic marking experilnent has demonstrated that even

more infrastructure e対 sts.A genetic marker(the wI¨ 3,

イ*70 allele)waS bred into the late― run,upstreanl spawning

subpopulation in 1979。  The frequency of that anele has

remained stable in that run segment during thё  5 subsc―

quent generations. Moreover,it has invaded neither nearby

Waydelich Creck nor early run Auke Creek subpopulations.

When the original genetic lnarking was done,only the latest

of the late― run spawners were screened for the marker. In

the generations that fo1lowed, the marker appeared pri…

marily in the late part of the late run,which indicates that

there is a very high heritability for tilne of return.

Daily samples taken of emigrant iuveniles show that fry

fronl early‐ run ish enligrate before fry from late‐ run ish.

The direrences in enligration tirnes renect a large difFerence

in the total number of temperature units accumulated by

early‐  and late‐run fry prior to emergence.  Also, the

enligration tirning dinbrences put the fry into the estuary at

ecologicany direrent tilnes. (〕 learly, the high heritability

for return and enligration tirning and the genetic regulation

of development rate are crucial components of the adap―

tation of pink salinon to Auke Creek and to the intrinsic

tendency of a population to maxilnize its production for a
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particular environmental context. It is also obvious,that

for ishery managers to optilnize production of natural

populations, it is necessary that they take into account

factors,such as tirning,that rnay have a genetic basis that is

crucial for the adaptation of the population to its complex

set of environments.

カラフトマス集団の適応的微構造

Ao J.Gharrett

(ア ラスカ フェアバンクス大学水産・海洋学部)
遺伝モデルでは,集団は固体間の任意交配,ま たは配

偶子を共有している群ということを前提としている.こ

の集団に関するモデルを拡大して,例えば水産の分野に

適用する場合でも,こ の単純な前提を基礎においてい

る.ア ラスカ州ジュノー市の近郊を流れる小河川のオー

ク川でカラフトマス 0“c銘り
“
c力

“
S gθ rb“ sc力αの集団構造

について行った我々の研究結果では, この単純な前提が

成り立たず,よ り複雑な構造をしており, この複雑な構

造を無視しては水産の管理上重大な支障をきたすことが

不唆された.

遺伝性と発生に関する研究からオーク川には遺伝的に

異なる小集団のあることが明らかにされたが,標識放流

試験では,よ り多くの微集団が存在することが示され

た.1979年に遺伝指標として MDH‐3,4,70の対立遺伝

子を使用し,後期回帰群で上流域産卵群の小集団中にこ

の遺伝子指標を有する固体を交配させた.その対立遺伝

子頻度は5代に亘り,回帰群内に安定的に維持された.

更に,近 くのウェイドリッヒ川の集団とも,ま た,オ ー

ク川の小集団とも混合しなかった.最初に遺伝標識を

行った際,後期回帰群の中で最も遅い回帰群の中で標識

魚をスクリーニングした.代を経てもその標識魚は後期

回帰群の中の後半部分に一義的に現れた.こ の事実は回

帰時期の遺伝率が極めて高いことを示している.

浮上稚魚を連日採集すると早期回帰群の稚魚は後期回

帰群の稚魚より早く浮上することが明らかになった.早

期回帰群と後期回帰群にみられた浮上時期の相違は両群

による浮上時期までの積算温度の大きな違いに起因して

いる.ま た,浮上時期が異なることにより,両群は生態

的に異なった時期に支流に出ることとなる。回帰時期と

浮上時期にみられる高い遺伝率と発生率に対する遺伝的

制御はカラフトマスがオーク川に適応する上で重要な要

因であった.ま た,特定の環境内でカラフトマスの生産

性を最大にするため,集団の持つ本質的な性質として決

定的に作用した要因であることも明らかである.更に自

然集団の生産性を最善の状態に保つためには,集団が環

境の複雑な要素に適応するために,重要な遺伝的基礎を

言己

もつ時期の様な問題を考慮する必要があることも明らか

である。

3。 北海道産サクラマスの mtDNAの変異性

小林敬典・沼知健―

(東京大学海洋研究所)

近年,分子生物学やDNA分析の発展はめざましく,
集団遺伝学や進化学の新しい分析法としてミトコンドリ

ア DNA(mtDNA)の 制限酵素分析が注目されている。
動物の mtDNAは 集団分析や進化研究を行う上で多く
の特徴を持ち,そ のいくつかをあげるとmtDNAは細胞

内器官であるミトコンドリアにも、くまれている閉環状の

小さな分子で通常 16-18 Kbpの大きさを持ち,細胞内で

働く酵素や RNAを生産している。 この分子には37個
の遺伝子が含まれ,それらは22種類のトランスファー

RNA, 12S rRNAと 18S rRNAの 2種類のリボソーム

RNA,13種類の酵素などの構造遺伝子などがある。 ま
た,mtDNAに はイントロンが無く,mtDNAの分子進
化速度は核遺伝子の 5倍から10倍速いと言われている。

mtDNAは母性遺伝をすることが知られ,固体レベルで
は母親を同定する指標になる.集団レベルでは母系を示

す指標になり,た とえば集団の大きさが減少したときは

瓶首効果による遺伝的均一性が核遺伝子よりも顕著にな

るなどの特徴があり,集団研究や育種研究に有効な指標

になると考えられる。

この研究では新しい遺伝標識である mtDNAの 制限

酵素切断型を用いて北海道産サクラマスと東北太平洋岸

のサクラマスを材料に個体ごとに mtDNAを 分離抽出
し,制限酵素の切断型の変異によリサクラマスの集団

内,集団間の遺伝的変異性を明らかにすることを目的と

した。分析した材料は北海道立応、化場森支場で継代飼育

している池産サクラマス,岩手県水産試験場で継代飼育

していた森支場系池産サクラマスと北海道突符川,信砂

川の天然サクラマス, さらに東北太平洋岸のサクラマス

として岩手県安家川産のサクラマス,岩手県大槌沖で捕

獲されたものと奥多摩系のヤマメの 7集団標本群であ

る.試料から直ちに肝臓を取り出して実験室まで氷冷し

て輸送 し,沼知 0小林 (1988)の 方法で個体 ごとに

mtDNAを抽出し,特異的 6塩基対を認識して切断する
10種 類の制限酵素 (AccI,AvaI,BamHI,BgII,BglII,

EcoRI,HincII,HindHI,PstI,XbaI)で 7肖化をイ予った.7肖

化した mtDNAは 1%ア ガロースゲル電気泳動を行い,

臭化エチジウム (EtBr)で染色し,紫外線下で各制限酵

素の切断片の変異型を検出した.

用いた 10種類の制限酵素によるサクラマスの切断部

位の総数は49部位あり, 10種類の制限酵素のうち7種
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類の制限酵素 (AccI,AvaI,BamHI,BglⅡ ,HincⅡ ,Hin‐

dIII,XbaI)に 多型が認められた。検出した切断型を個体

ごと,酵素ごとに整理して求めたゲノム型の総数は全部
で 33種類あり,分析した 7集団の全てが3-7種類のゲ
ノム型を含み多型的であった。検出したゲノム型のうち

集団間に共通して検出したゲノム型は7種類だけで,他
の 26種類は集団特有のゲノム型であった。特に北海道

突符川と岩手県安家川のサクラマスの全てが集団特有の

ゲノム型を持っていた。北海道池産サクラマスの森支場

の池産サクラマスと岩手水試で継代飼育された池産サク

ラマスの 2集団のゲノム型の組成を比較すると検出した

ゲノム型のうち2集団に共通して検出したゲノム型は 2

種類だけで他のゲノム型はすべて異なっていた.

集団ごとに検出したゲノム型の数とその頻度をもとに

集団内のゲノム型の多様性を示す nucleon diversity(h)

を求めると人槌沖のサクラマスをのぞき北海道産の継代

飼育集団が 0。 832地.877であるのに対し,天然集団は大

槌沖のサクラマスを除いて 0.24地。644で あり継代飼育

集団の方がより多型的で多様性に富むことを示した。ゲ

ノム型間の遺伝的な違いを推定するために Nei&Li

(1979)の 塩基置換数 sequence divergence(D)を求める

とO.002報。0285と なリサクラマスの mtDNAは ゲノム

型間で高い変異性を持つことを示した.こ のD値をも
とにして集団内と集団間の遺伝的変異量を示す nucleo―

tide diverdty(π )を もとめると各集団のπ値は 0。 14-2.00

を示した。北海道の突符川と信砂川の河川集団のサクラ

マスのπ値は 2.00,0。 92と 高い値をしめすのに対し他の

集団は 0。 14-0.57と 低い値を示した。この結果から北海

道の突符川と信砂川の 2集団のサクラマスの mtDNA
は他の集団に比べて遺伝的に大きく異なると考えられ

る。

4。 淡水期における放流サケ・マス幼稚魚の分布・移動

真山 紘・帰山雅秀 (さ け 0ま すも、化場)
北日本において産業的価値の高いサケ 0カ ラフトマス

は,サ ケ属魚類の中でも淡水生活への依存度が特に低
い。このため両魚種の人工増殖事業は河川の生産力に影

響されることなく発展を遂げた。ところがこのことが災

いし,わが国のサケ・マス増殖研究の中で,河川生活期

幼稚魚に関しては,降海移動期を除けば, きわめて立ち

おくれた分野となってしまった。ここでは,淡水域への

依存度が高いサクラマスの幼稚魚期の分散・移動の実態

を探るため,北海道日本海沿岸の河川において観察した

結果を述べ, この結果に基づいた効率的な資源培養の進

め方についても言及する。

降海までの河川生活期間が通常は1年,長いものでは

2年のサクラマスは, 各発育段階の特徴的な分散移動を

行う。融雪増水の収まりかけた春季に,大量の人工応、化

稚魚を河川の上流域に放流した場合,サ ケと同じように

放流後短期間のうちに数多く降下移動する。ところがこ

の時,雌魚が先行して降下し,雄魚が放流点付近に高い

比率で残留するという分散の性差を伴うことが知られ

た。この分散の性差の持つ意味は,降海魚と残留魚のそ

れぞれの効率的な生産をもたらすための「河川の使い分

け」と考えられる。このような性差は,同 じサケ属魚類
のサケを同じサイズで放流した時にはまったく観察され

ないことから,長期間の河川生活の後に河川残留型と降

海型に分岐するサクラマスの持つ種特性と考えられた。

河川内の場所による性比の変化は,魚の動きを間接的
に推察する有効な指標となることが確かめられた。ま

た,生物標識として利用できる寄生虫も見つけられた.

河川生活期サクラマスの個体群動態解明のために, これ

まで用いられたことのなかったこれら指標に,従来から

良く行われてきた標識放流や降下魚を捕らえるトラップ

調査などの結果を組み合わせた結果から,北海道南西部
の河川における人工ぶゝ化放流魚の移動・分散の実態を次

のように推察した。

1)体重 lg前後で4-5月 に放流される稚魚の降下移
動は雌雄により異なる。雌魚は良好な成長が保障される

下流に広く分散するのに対し,雄魚はその繁殖場となる

上流域に残留する傾向を持つ。初期の基本的な分散と定

着はきわめて短期間 (数 日)の移動で終結する。この時
の分散範囲は広く,時には 10 kmを越すが,河川勾配が

ゆるやかとなったところを下限として停止する。その

後,数週間の間は,昼夜を問わず分布密度を調節する程
度の小さな移動が生じる。

2)放流から1カ 月後の 5月 下旬までには強い定着性
を持つに至る.そ して成長と共に,食物の供給量の多い

流心寄りに住み場を移し, 7-8月 まではこの場所で活発

に摂食する.

3)秋季 (9-10月 )に は,食物供給量の減少に合わせ
た低コストの摂食のため,比較的流れのゆるやかな深み

での生活に移行する。このため,適地を求めて狭い範囲,

おそらくは lkm以内,で移動する。
4)水温が 5° C以下となる越冬期 (H月 下旬-3月 中
旬)に は,穏やかな流れの深みに接した岸のくばみの中
などを住み場とする。このため,越冬期を前とした 10月

中旬からH月 中旬にかけて越冬適地を求めて移動する。

適当な場所が周辺に存在しない場合には長距離の移動と

なることもある。

5)ス モルト化時期には,遺伝的な関与が強いと考え
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られる降海時期に合わせて降下移動する.

これらの観察結果から,サ クラマスは生物生産力の低

い河川内で高いスモルト化率が得られるよう,餌生物環

境の季節変化に対応させながら摂食場所を変化させ,各

発育段階の特徴的な分散移動を行うと考えられた.サ ク

ラマスの発育に伴う住み場としての河川の役割を考えた

時,摂食の場としての機能はある程度保障されていて

も,休息場としての機能が近年急激に低下して,サ クラ

マス生産の制限要因となっている.越冬期に好適な環境

は,出水時に魚が潜む場所でもあるし,夜間の休み場,

浮上直後の小型稚魚の生育場,そ して湖上親魚が絶食し

ながら4-5カ 月間も潜む所でもある.

5。 サケ科魚類幼稚魚の降河回遊の引金機構

岩田 宗彦 (水産庁養殖研究所日光支所)
サケマス類の生活様式には, シロサケやカラフトマス

のように,Sゝ化後卵黄を吸収する時期に川を下り,海ヘ

生活場所を移す種類もあれば, 1-2年 間の淡水生活を経

て,海へ Fる ギンザケやサクラマスのような種類もあ

る。他方,イ ワナ属やニジマス属各種,サ ケ属のヤマメ

などは一生を淡水で過ごす.こ のようにサケ科魚類は,

降海回遊の性質に関して豊富な変異を有する興味ある魚

類である.我々は,降河行動を開始するにいたるサケ科

魚類の生理的機能の変化と生態の関わりを調べてきた.

ここでは,降海期までの浸透圧調節能の変化と行動の関

係,降河回遊開始に関わる甲状腺ホルモンの役割につい

て,主にシロサケやギンザケを材料にして最近の研究結

果を紹介することにより,各種類が有する生態と生理機

構の関わりについて考察したい.

1.海水適応能.シ ロサケの海水に対する浸透圧調節
能は,胚の段階から発達し,胚と卵膜の細胞膜に調節機

構がある.も、化仔魚の調節能は卵黄吸収期まで急速に発

達を遂げて最高に達し, この時期に合わせて降河行動が

誘発される。一方,ギ ンザケでは成長とともに海水適応

能は消長を繰り返すが,降河行動は誘発されない。1+ヤ

マメを早春に海水に移すと,海水に適応する個体と非適

応個体に分かれ,外見的にもスモルトと河川型パーに分

化する.以上のことから海水適応能は降海回遊の必要条

件であることが明らかになる.ま た,海水適応能の発達

には成長ホルモンや副腎皮質からのコルチゾルが促進的

に関与していることが明らかにされた.

2.降河回遊.河川に分布するシロサケ稚魚は直射日
光を避けて日陰に散在する.しかし,降河回遊の最盛期

に達したシロサケ稚魚は,昼間でも活発に降河行動を示

す。河口に達した群は塩分の増加に敏感な行動を示し,

塩分が 1卜 15%0の 体液に対してほぼ等浸透圧環境に半日

言己

滞留した後に湾内に進入する.

3.塩分選択行動.水槽を2室に分離して異なる塩分
濃度の実験水を満たし,実験魚に塩分を選択させる。降

海期に達したシロサケでは2時間で海水を選択するが,

降海後期の魚では 1日 を要する.0+ギ ンザケに成長ホ
ルモン,甲状腺ホルモンおよびコルチゾルを投与する

と,希釈海水を選択する行動が現れる.こ れらの行動実

験は,海水選択行動と生理的機構の連携を示している.
4.甲状腺ホルモンと降海行動。降海期のサケ科魚類
の血中チロキシン (T4)が増加することが知られてい

る.T4の投与により,降海回遊に必要な海水適応能を向

上させることは出来なかったが,上記の行動的特徴であ

る明照度域の選択,塩分の選択を人為的に誘発すること
が可能である.降海期の血中 T4は ごく短時間上昇する

(T4-surge)こ とが知られているが, これが降海行動の発

現を群内で同調させる機構になっていることを明らかに

できた.

5。 まとめ.サ ケ科魚類の浸透圧調節能の発達と降河
行動の開始が連携していることと,河川内に分散してい

る個体が集群して降海行動を起こすための同調のメカニ

ズムの一部が明らかにできた。今後,環境因子の変化を

どのように生体内で物質に変化させて行動に結びつけて

いるのか,ま たサケ科魚類の分化がどのようにしてこれ

らのメカニズムにより可能にされているのかについて研

究を進める.

6.北太平洋におけるシロザケの分布と成長の長期変動
小倉未基 0石田行正 (遠洋水産研究所)

1955年から北太平洋漁業国際委員会の枠内でさけ・

ます類に関する大規模な沖合調査が行われてきた。これ

まで,1971年 までのデータを用いたさけ 0ます類の沖合

分布 0回遊に関する情報が取りまとめられてきた.1970

年代以降, 日本の沖合さけます漁業は縮小し,一方, 日

本に代表される様にさけます増殖事業は飛躍的に増大し

てきた。ここでは現時点までに蓄積された調査データか

ら,北太平洋におけるシロザケの分布 0回遊,成長に関
する知見を整理し,そ の長期変動を明らかにした.

分布調査,魚体測定 。生物サンプル採集のための漁獲

試験は主に流し網を用いて行われてきた.1972年以降に

は,10種の目合いを組み合わせた非選択性流し網 (調査

網)を用いた調査体制が確立し,データベースが構築さ
れてきた.系群の混合状態の解明のための標識放流調査
には,はえなわ及びまき網が用いられ,1952年以降の放

流・再捕データが蓄積されている.こ れらの調査は3月

から10月 にかけて行われ,特に50607月 に多数の調
査が集中している.海域では 160°W以西の中部・西部
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北太平洋及びベーリング海に集中し,一部の調査がアラ

スカ湾及びオホーツク海でも行われた.

沖 合 分 布

調査用流し網の CPUE(反あたり漁獲尾数)を月別・

年齢別に緯度 2度,経度 5度区画で整理した.

2才魚は,ほ とんどが未成熟魚であり,4・ 5月 には北

太平洋の中央部 (“
°N46° N,175° E-180° )に出現し,そ

の後Jヒ上しながら東西に分布が広がって行く.一方, 3
才魚から6才魚は,405月 に未成熟魚を含めて北太平洋

中・西部の広い範囲に出現し,その後北上する。分布の

北側及び西側,すなわちアジア大陸沿岸寄りで成熟魚の

割合が高く, これらが沿岸に到達するため,時期が進む

につれ沖合い水域での未成熟魚の割合は高くなる.高い

CPUEを 示す海域の季節的な移動から,160°E付近を北

上する群,ア ラスカ半島南側からベーリング海東部に移

動する群,ベーリング海北部に出現する群が認められ

た.

主要ストックの沖合い分布及び回遊

北太平洋沿岸をアジア側 4地域,北米側 2地域の 6地

域に区分し,各地域の沿岸再捕魚の放流位置を放流月別

に整理した。

成熟魚は,母川の地理的東西分布に一致した形で北太

平洋に東西に分布している.すなわち,かなリオーバー

ラップはあるものの,北太平洋に西からサハリン・ ア

ムール系,オ ホーツク沿岸・西カムチャッカ系,東カム

チャッカ・アナディール系,北米 (西部アラスカ)系 ,

北米 (南東アラスカ・ カナダ [ブ リティッシュ・ コロン

ビア])系の順に並び,北上しながら母川に回帰する.一

般にアジア系は東への張り出しが大きく,反対に北米系

はアラスカ湾に留まる傾向にある.しかし, 日本系はこ

の傾向に一致せず,中・西部北太平洋からアラスカ湾に

わたり広く分布する。

未成熟魚は,各系群とも成熟魚の分布域と重なること

がうかがえる.ア ジア系は7月 には一部の魚がベーリン

グ海まで北上するが,北米系では未成熟魚のベーリング

海への分布は確認されていない.

1970年代以降にみられた変化

日本系シロザケの分布域拡大

1971年 までの再捕データから, 日本系シロザケは40

5月 にアラスカ湾・北太平洋の西経水域に分布し, 607

月に北上し一部はベーリング海に入り,その後南下する

回帰ルートが示された.1972年以降のデータを検討する

と50607月 にそれまでソ連系のみが分布すると考えら

れていた北太平洋の東経水域にも多くの日本系が分布す

ることが示された.すなわち,1971年以前は50607月

に 50° N以南の北太平洋東経域からH,474尾 のシロザ

ケが放流され4尾が日本で再捕されたにすぎなかった

が,1972年以降では21,513尾 中41尾の再捕報告があっ

た.

沖合水域におけるシロザケの成長変動

607月 に 46° N-52° N,170°卜 170°Wの海域に分布す
るシロザケの年齢組成及び体重の経年変化を検討した.

成熟魚は4才魚が中心であるが,そ の平均年齢は高く

なった。70年代後半には,成熟魚中の 3才魚の割合は減

少し4才魚の割合が増加した.80年代には5才魚の割合

が増加した.4才魚中の成熟魚の割合は80年代に入り減

少した.

いづれの年齢でも体重の減少傾向がみられた.70年代

には4才魚の平均体重は2.5 kgであったが,80年代後半

では 2 kg程度に減少した.こ の海域における CPUEは

増大傾向にあり,体重との間に有意な相関が見られた.

7。 東北地方のシロザケの小型化現象

林崎健―・井田 齊 (北里大学水産学部)
わが国に回帰するシロザケ 0″c銘″

“
C力

“
Sたααは増殖

事業の成功により1970年頃から指数関数的に増加した.

近年, 日本沿岸で漁獲されるシロザケのおおまかにいっ

て 4分の3は北海道で, 4分の 1は岩手県でのものであ

る.ま た,東北地方においては,そ の漁獲の 80%が岩手

県によって占められている.

このようなシロザケの量的な増加に対して,魚体の小

型化といったその質的な変化に関しては殆ど省みられる

ことがなかった.そ こで,本研究ではシロザケ資源の増

加が,シ ロザケの生物学的特性に与えた影響を検討し

た.

岩手県南部の 3河川,気仙川,盛川,片岸川に回帰し

たシロザケの体長,体重,年齢の 1975年からのデータを

用いて,年齢別,雌雄別の体長を経年的に検討した結果,

魚体の小型化はいずれの年齢群でも明瞭であり,1980年

代に入って特に顕著となり,近年は低い水準のまま推移

している。また,同時に回帰年齢の高齢化と肥満度の低

下が認められた。

さらに,海洋生活期における成長を推定する目的で,

各年齢ごとの鱗の成長量と成長線数とを計測した。1980

年以降各年度,回帰の主群である4才魚を雌雄各 1∞ 個

体を無作為に抽出し計測に供した.鱗径,成長線数とも

年度間で変動が見られたが, 1年 目の成長の低下が顕著

であった.

回帰時の体長と,岩手県全体のシロザケの回帰尾数お

よび 1年 目の成長と岩手県の稚魚放流尾数との間に各々

負の相関が認められた.ま た,平均回帰年齢と岩手県の
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回帰尾数との間に正の相関があった.こ れらの結果か

ら,海洋生活 1年 目の密度依存的成長が示唆された.

1991年度第 5回役員会

1991年 12月 5日 (木).於 東京水産大学資源育成学
科会議室

出席者:落合,上野,新井,多紀,加福,宮,佐野,谷

内,富永,馬場,松浦,佐藤,藤田.

前回議事録の確認。

報告事項.会長:11月 25日 に行われた国際生物学

賞授賞式 (受賞者:Dr.Marshall D.Hatch,オ ースト

ラリア連邦科学産業研究庁,植物産業部主任研究

員)に出席した.編集:38巻 3号は H月 30日 に発

行。手持ち原稿 64篇。38巻 4号は15篇掲載の予

定.庶務:1992-1995年度評議員選挙,1994-1995年

度会長選挙の手続きを済ませた.学術定期刊行物に

対する助成の申請を学会事務センターを通じて行っ

た.学術会議水産研連報告:第 1回会議が H月 7日

に開かれ,水産研連に所属する団体が 2団体増えて

10団体となったため,学術会議に委員を出せない学

会が出るので,今後検討することになっている.

魚類学雑誌第 1巻 1号から37巻 4号までの総目録

(authOr index及 び new taxon index)は 2,7∞ 項目に

なり,大きく見積って 3∞ 頁となる.今後,刊行ま

での種々の問題については,富永,坂本,上野,新

井,松浦の各氏で検討する。なお,sublect indexゃ
systematic indexの 作成は,上記の総目録を参考にし

ながら検討することに決まった.

日本魚類学会の会則・細則の改正案について検討し

た.

学会費滞納者の取扱について検討し,会費 3年滞納

者は自動退会とし, 2年滞納者は請求書を出すこと

に決定した.

日本魚類学会の封筒,各事務担当の印を作成するこ

とになった.

その他.

1991年度第 6回役員会

1992年 2月 7日 (金).於 東京水産大学資源育成学
科会議室

出席者:落合,上野,新井,多紀,宮,佐野,谷内,

永,馬場,丸山,高木,松浦,佐藤,藤田,

本 (学会事務センター).

1.前回議事録の確認.

2.報告事項.会長:1992年 度シンポジウムは「魚類の

移動と回遊」というテーマで実施される旨,下関水

産大学校の竹下氏から会長に報告があった.編集 :

38巻 4号は 14篇の掲載で 2月 29日 に発行の予定.

手持ち原稿 43篇。

魚類学雑誌の総目録は魚類学会年会までの発行は難

しい状況である。なお,総目録については評議員会
で説明することになった。

日本魚類学会の会則の変更について検討し,原案が

作成された.

1992年度年会の会場の下見を行い,運営方法や決

算 0予算案について検討した.

新井編集委員長から,編集幹事会で検討されてきた

新編集システム (案 )の説明があり,若干の問題点
が指摘されたがおおむね了承された.問題点は次回

役員会までに編集幹事会で検討することになった.

会長 (199■ 1995年度)選挙開票結果は以下の通り.

(投票総数 52,有効票数 51,無効票数 1)

沖山宗雄 (11),上野輝爾 (9),尼岡邦夫 (7),新井良

一 (6),多紀保彦 (6),落合 明 (5),本間義治 (4),
ほか 1票 2名.以上の結果,沖 山宗雄氏が 1994-

1995年度の会長に選出された。

評議員 (1992-1995年度)選挙開票結果は以下の通
り.(*印は同票のため定数より1名増).

北海道地区 (定数 4名 ):投票数 36票。尼岡邦夫

(31),仲谷一宏 (15),後 藤 晃 (14),山 崎文雄
(12),(次点,疋田豊彦 7,矢部 衛 7).以下略.
東北地区 (定数*3名 ):投票数 19票。井田 齊
(12),平野程次郎 (5),佐原雄二 (5),(次点,木島明

博 4).以下略.

関東地区 (定数*16名 ):投票数 76票。上野輝爾

(53),沖 山宗雄 (49),多紀保彦 (46),新井良一

(44),望 月賢二 (41),落合 明 (37),松浦啓一
(37),谷 内 透 (33),林  公義 (31),藤 田 清
(29),Jo MOyer(29),佐 藤寅夫 (23),富永義昭 (21),

高木和徳 (15),塚本勝巳 (15),水口憲哉 (15)。 (次

点,加福竹一郎 14,川口弘-14,服部 仁 14)。 以
下略.

中部地区 (定数*10名 ):投票数 51票.本間義治

(35),鈴木克美 (32),上 柳昭治 (22),久保田正

(17),小野里坦 (16),木村清志 (15),細 谷和海

(14), 田村 保 (13), 岡崎登志夫 (13), 前川光司
(13),(次点,小坂昌也 10,鈴木 清 10,桑村哲生
10)。 以下略.

近畿地区 (定数 6名 ):投票数 39票。岩井 保
(29),浅野博利 (22), 川那部浩哉 (20), 中村 泉

言己

一昌

山
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(18), ll野 紘一 (16),中坊徹次 (16),(次点,荒賀忠

一 (15)。 以 下略.

中国・四国地区 (定数 5名 ):投票数 36票.水野

fri彦 (31),谷 口順彦 (29),岡村 収 (25),角 田俊平
(18),鈴 木 亮 (10),(次点,山岡耕作 9,高井 徹
9)。 以 ド略。

九州 0沖縄地区 (定数 6名 ):投票数 55票。多部

田修 (28),板沢靖男 (23),赤崎正人 (21),小沢貴和

(20),千田哲資 (20),吉野哲夫 (20),(次点,木村清

郎 19).以 下略.

9。 その他.

1992年度第 7回役員会

1991年 3月 18日 (水).於 東京水産大学資源育成学
科会議室

出席者三落合,岩井,新井,多紀,本間,宮,佐野,谷

内,富永,丸山,高木,加福,松浦,藤田,山

本 (学会事務センター).

1。 前回議事録の確認

2.報告事項.編集:39巻 1号 は 15篇の掲載予定で準

備中。 T―持ち原稿
“

篇.

3.魚類学雑誌の総目録 (authOr index,new taxon index)

は約 120頁 となる。 1∞ 頁, 1500部 の作成で 83万

円,120貞 ,15∞ 部でも 1∞ 万円は越えない見積額

となることなどが報告された.

4.1992年度年会の評議員会,総会の議案,会場運営の

役割分担等について検討した.

5.[ヨ 本学術会議水産研連 (谷内委員)0動物研連 (新
井委員)か ら,科学研究費の審査委員候補者の選出

方法の改善やシンポジウムの計画等について報告さ

れた。

6。 年会の研究発表数の増加により2日 間の日程で実施

できない可能性があるので今後, 日程の延長や発表

方法等について検討していくこととした。

7.そ の他.

1992年度年会

1992年度年会が 1992年 3月 31日 (火)■ 月 1日 (水 )

に東京水産大学において開催され,以下の会合があっ

た。

1。 1992年度第 1回評議委員会

3月 31日 H:30-12:45.33名 の評議員.5名 のオブ

ザーバーが出席し,後藤 晃氏を議長に選出した.議題
は以 ドの通りであった。1)会長挨拶,2)1991年度会務

報1ll,3)1991年 度編集委員会報告,4)1991年度決算報

告・同監査報告,5)1992年度予算,6)会則の変更につ

いて,7)日 本学術会議に関する報告,8)そ の他。

以上の議題について報告と討議が行われた。2)の会務

報告においては会長選挙 (1994-1995年度),評議委員選

挙 (1992-1995年度)を実施し,次期会長として沖山宗雄

氏が,評議員として50名 が選出されたこと,役員 (1992

-1993年度)の改選,第 15期 日本学術会議研究連絡委員

会委員が決定したこと,学協会著作権協議会への複写権

委託に伴う会則変更の検討,年会の運営システムの変

更,その他この 1年間の本会の活動について報告が行わ

れ,了承された。3)の編集委員会報告においては,13名

の編集委員による新編集システムによって編集作業が行

われること (編集委員会報告参照)等が報告され, 了承
された。4)の 1991年度決算案,5)の 予算案も原案どお

り承認された。6)の会則の変更においては,学協会著作

権協議会への複写権委託にともない掲載論文の著作権を

学会に帰属させる条項を入れたこと,名誉会員の取り扱

い,幹事 0会計監査,編集委員の任期の短縮 (2年 ),そ
の他若干の会則の変更をしたもので,原案どおり承認さ

れた。7)の 日本学術会議に関する報告では,第 15期会

員の決定 (第 4部 :丸山工作氏,第 6部 :平野證次郎 0

有賀祐勝氏),動物科学研究連絡委員会と水産学研究連

絡委員会の活動などの報告があり (下記参照),F承され

た。8)のその他の項目では魚類学雑誌の総目録 (authOr

index,new taxon index)を 準備中であることが担当者か

ら報告され,こ れに対し,syStematic indexを入れるよう

評議員から要望が出され,検討することになった。日本

魚類学会秋季シンポジウムについて, 1991年度は 10月

6日 に北里大学水産学部において開催され盛会であった

旨,井田 齊氏から報告があり,1992年度は水産大学校
の竹下貢二氏を代表世話役として水産大学校で 10月 2

日に「魚類の移動と回遊」というテーマで開催されるこ

とが今井千文氏から報告され,多数の参加の呼掛けがな

された.最後に新会長の岩井 保氏から挨拶があった。
1991年度日本学術会議に関する報告

動物科学研究連絡委員会 (第 4部 生物科学)報告
1.第 15期 (任期 3年)の発足に伴い,学術会議会員と

して丸山工作氏 (千葉大 0生物)が選出され,当委

員会の委員長に就任.委員 17名,幹事 3名。
2.1991年 10月 に岡山市で「基礎海洋生物科学シンポ

ジウム」を開催。 1992年度は 5月 30日 に東京でシ

ンポジウム「昆虫の本能はどこまでわかったか」を

開催することになった。

3。 平成 5年度からの科学研究費補助金の分科・細目の

改正について:第 4部生物学では,現行 6細目のう
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ち3細目の改正 (植物形態 0分類学,動物発生・生

理学,動物形態・分類学の 3細 目が生物形態・構

造,動物生理 0代謝,系統 0分類の 3細目に変更)

に伴い,動物,植物が一緒になった細目などにおけ

る科学研究費補助金審査委員の増員を学術審議会ヘ

要望した。(新井良一委員)

水産学研究連絡委員会 (第 6部 農学)報告
1.第 15期 日本学術会議会員候補者の選定が行われ,

第 6部 (農学)の水産学では,当会推薦の平野祀次

郎 (北里大学水産学部)お よび有賀祐勝 (東京水産

大学)の両氏が選出された.

2.水産学研究連絡委員会 (水産学研連)の定員は現在

10名であるが,第 15期では登録団体は10学会に及

び,会員 2名分を差し引いた残り8名 の枠では全て

の登録団体から委員を出せない状況にある.今期は

新規加盟団体の 2学会にオブザーバーとして参加を

お願いしているが,委員選出方法を審議し,次期委

員会に申し送る予定である。

3.科学研究費補助金の分科・細目の見直しが行われた

が,水産学では分科 (水産学)お よび細目 (水産学

一般・水産化学)共に変更はない.なお,複合領域
の内の環境科学 (分科)環境保全 (細 目)に水産研

連も審査委員候補者選出機関の一つとして名乗りを

挙げる予定である.

4.科学研究費補助金審査委員候補者の推薦依頼先の見

直しが行われており,学術会議の方針は各研究連絡

委員会に依頼する方向にあるので,依頼先を従来の

日本水産学会から水産研連に変更するよう要請す

る.た だし,加盟団体が 10学会もあるため審査委員

候補者の選定に混乱を来す恐れがあるので,当面実

質的には日本水産学会を依頼先とする.

5.水産学研連主催のシンポジウム「地球環境と水産業

一地球にやさしい海の利用」を 1992年夏期に学術

会議講堂で開催する予定である.(谷内 透委員)
2。 1992年度第 1回総会

3月 31日 12:45-13:30.出 席者 37名 .議長に後藤

晃氏を選出し,以下の議案が報告された。1)会長挨拶,

2)1991年度会務報告,3)1991年度編集委員会報告,4)

1991年度決算報告・同監査報告および 1992年度予算報

告,5)会則の変更,6)日 本学術会議に関する報告,7)そ

の他.なお,5)の会則の変更については総会出席者の全

員の賛成で承認された.最後に新会長の挨拶があった.

3。 研究発表会

会期中,第 1会場,第 2会場,展示発表会場に分かれ

て研究発表が行われた.昨年同様,展示発表者は1題に

言己

つき 3分間の枠内で,第 1会場において展示発表の要旨
を説明 した.第 1会場では生態・ 行動,第 2会場では分
類・ 系統の研究発表が行われた.例年,生態・ 行動の研

究発表の会場が狭いという批半Jがあり,本年度は広い会

場を使用 したためゆとりが見 られたが,逆に狭い第 2会

場ではかなりの混雑がみ られた.

研究発表 は下記 の 101題で,参加者 は延べ 261名 で

あった.

Papers IPresented at the 25th

Annual Meeting,1992

(March 31 to April l,1992)

Shigeru Nakano,Tetsuo Tanaka,Kurt D.Fausch,Koli

Mackawa and Hiroya Kawanabe: Resource partitioning

between bull trout and cutthroat trout in a mountain

stream of the lFlathead River basin,Montana.

Masahide Fukushima:HirOshi Kohno and Kiyoshi Fujita:

Development of the Weberian apparatus and associated

bones in iRttο ごθ
“
s ocθ′Jα′
“
s οcθ′Jα′
“
■

Naohiko Takeshita, Se五 chi Matsui and ScirO Kimura:

Spawning, eggs and larvae of the roughskin sculpin,

Trac力 Jごθr“
“
sdルsCliar“ s,in the aquarium.

Hiroyuki Munehara and Kazunori Takano: WVhy is it that

no freshwater cottids have a habit of copulation?

Yohsuke lnagaki: Social structure and gonadal develop‐

ment in the anemonensh И

“

′ヵ″rli04 οcθ′滋rlis in Oki―

Masaru Nakamura and′ reruyo Mariko: Histology,ultra‐

structure and in vitro steroidogenesis ofthe gonads of the

protandrous anemonensh Иttψλ″rjθ
“
Cね滅Ji

Youichi Tsukamoto, Masako Hara, Seishi Kimura and

Muneo Okiyama: Fine structure of ncedle‐ like processes

in the larval labrid ish,Hα′lic力οθres rθ
““
lisPJ“

“
iS・

Masako Hara, Muneo Okiyama and Takashi Minanli:

Electron IIlicroscopic study on the spermatogenesis and

speHnatozoa of the sandish,/rcroscqρ
“
sノqρο
“
lic“■

Toshikazu Kanbara, Motofurrli Kimura and Tetsushi

Senta: Predation on open― ocean striders Harabα ′θs spp.

by nshes.

Seishi Kirnura: G}rowth of the two clupeids,SraJo′力rlissa

ra“ gα

“
icαθ and Llim“ο′λrissα ″lJbご0“ ,in southern Lake

Tanganyika.

Takashi Maruyama and Kazushi Sota: Longitudinal dis‐

tribution of freshwater nshes observed in a tributary of

the Maruyama River.

Kei'ichiro lguchi: Multiple spawning and egg size variation

in ayu,PJgcagrass“sa′′JッθJjs。

Satoshi Kitano: Individual variation of inale mating be‐

havior in strealm resident forrrl of dolly varden(SarVθ ′lin

““
S“αJ“α

)。

Koji Mackawa,Teruaki Hino and Shigeru Nakano:Mate

preference of female anadromous and land‐locked Dony

一-127-―



魚類学雑誌   Japano J.Ichthyol.39(1),1992

Varden.

Shoichiro Yamamoto and Shigeru Nakano: Growth and

srrloltincation ofJapanese charr Sb′ ッθ′J“
“
sル
“
6o“α
"お
in

a stream in northern Hokkaido,Japan.

Tomoyuki Nakamura,Takayuki Shibuya,Kiyoshi Teduka

and Takahide Doi: Ecological studies on yamame and

iwana in the Kinugawa River system一 一Utilization of

small tributaries through their breeding seasons一 ―.

Masayuki Kuwahara and Ke五 chiro lguchi: Streanl resi―

dent type of Biwa salmon。 0“ cοrAy“ c力
“
s“αsο
“
滋θご
“

‐

Masahide Kacriyama and Shigehiko Urawa: Reproduction

of anadromous sockeye salinon derived from nonana―

dromous kokance sallnon in Lake Utonai.

Tatsuya Yokoyama:  Reproductive ecology of 7b“ αたlia

′α
“
cθο′α′α and 71 ′limbα′α in a creek。

Yoshikazu Nagata and Yoko Kawai: Deposition of eggs in

the nests of eleotrid goby by nlinnow.

Osamu Katano:  Multiple spawning of the dark chub,

Zαccο ttνη
“
J“ cた i

Katsutoshi Watanabe:  Reproductive ecology and devel―

opment of eggs and larvac of the bagrid catish,Psθ
“
do‐

bag″ s(Caraabag″ s)lic力 Jたα″αi

Hitonli Maki: Reproduction ofthe sheatish,Sli′
“
認s αsθ′
“
S,

in rice nelds connected with Lake lBiwa.

Masato Moteki and Kiyoshi Fulita: StOmach contents of

longnose lancetnsh,И rapiSα
“
溜sルrOX,in the Hawalian

region and the central Pacinc equatorial region.

Sc五chi Mori,Miho Ueshilna and Makoto Nagoshi: Indi‐

vidual direrences in the ibraging and aggressive behav―

iour of fernale three‐ spined stickleback, Gαs′θros′θ
“
s

αc“ルα′
“
s(ル J“″S fom)。

Se五chi Mori, Keiko lde and Makoto Mori: Variation in

interindividual interaction during the nesting period of

the threc‐ spined stickleback,Casrθ ros′θ
“
s αc“ lear“ s(′θJ‐

“
″s form)。

Ziyusei Kanamoto: Reproductive bchavior,paternal care

and egg cannibalisnl of two Japanesc hexagram■ lid

ishes,Jttθχαg“α″1′ηoS ttra″ 1′η
“
S and tt θ′αたJi

Akira Goto:  Intrapopulational life―history variation in

some Car′
“
s species.

Takashi Funao, 
′
rakushi ohyama and Hiroyasu Suzuki:

Eggs and larvae of a snailnsh laid underside of carapace

of some deep sca anomuran crabs,from Suruga lBay.

Yasuyuki Kitagawa and Munco Okiyama: Early life his―

tory strategies in deep sca smelts,Argentinoidei.

Shinsuke Morioka and Yasuhiko Taki: Protein content and

DNA‐ RNA ratio in IIlilknsh larvac in the surf zone.

Kensaku Azuma, Shinii Fulita, ISaO Takahashi, Izumi

Kinoshita,Shingo Seki and Yoichi Shinonliya: Isozyme

patterns of larvac and iuVeniles of5レ α″s Sarvα collected

in Tosa Bay.

Kanac Matsuzaki and′ rakakazu Ozawa: Feeding habit of

trichiuroid larvae and iuveniles一 一I。

Kanac Matsuzaki and′ rakakazu Ozawa: Feeding habit of

trichiuroid larvae and juveniles-Il.
Sunao Ogawa, Kenji Kato and Yasuhiko Taki: Develop-

ment of fin supports and fin rays in the carangid, Seriola

dumerili.
Toru Nagasawa: Planktonic larvae and eggs of Limanda

herzensteini in the Sado strait and adjacent water.

Tadayuki Ohta and Ayako Yamada: The process of sperm

entry into freshwater fish eggs in polyspermic fertiliza-
tion. II.

Tadao Kusunoki, Katsutoshi Arai and Ryo Suzuki: Pro-
duction of viable gynogens without chromosome dupli-
cation in the spinous loach, Cobitis biwae.

Yoshiko Kakizawa: The upper tooth development, erup-

tion and shedding of the gobiid fish, Sicyopterus macro-

stetholepis.

Kenkichi Fukurotani: Spectral response properties of
L-type horizontal cells in the pacu, Colossoma, retina.

Shunya Oka and Akira Chiba: Immunohistochemical ex-

amination of the caudal neurosecretory system of Poly-

pterus senegalus.

Koji Yokokawa: Morphological changes associated with
growth and sex in the bluegill, Lepomis macrochirus.

Makoto Sakurai and Akinobu Nakazono: Twilight mi-
gration of the surfperch, Neoditrema ransonneti.

Takeshi Kanda: Parents of a monogamous cichlid, Neo-

lamprologus tretocephalus.

Mikio Noda, Kenji Gushima and Shunpei Kakuda: Utili-
zation patterns of foraging grounds by Chromis chrysunts

(Pomacentridae): the role of water currents as an in-
formation source of zooplankton patches.

Mari Kohayakawa, Kohji Baba and Akihiko Shinomiya:
Reproductive behavior and time of sex change in the

sandperches, Parapercis snyderi.

Nobuhiro Ohnishi and Yasunobu Yanagisawa: Seasonal

change in social structure of a protogynous sandperch,

Parapercis snyderi.
Yoshihisa Shiobara, Genjirou Nishi, Naoki Okutomi, Maki

Takahashi and Hideo Takeoka: Reproductive behavior
of the gobiid fish, Trimma grammisfes, in an aquarium.

Yutaka Yogo, Yasuhiro Nakajima and Tetsuo Kuwamura:
Both ways sex change induced by a removal experiment

in a coral dwelling goby Paragobiodon echinocephalus.

Mikio Azuma and Teruko Matsuo: Comparison of food
habit of two landlocked gobies, Tridentiger obscuras and

Rhinogobius giurinus, in Lake Kawahara-oike.
Naomi Ikeda and Osamu Okamura: Life cicle of a goby,

Tridentiger trigonocephalus.

Hiroshi Kawase and Akinobu Nakazono: Reproductive
behavior of the filefish, Srephanolepis cirrhifer.

Naoya Shinohara and Osamu Okamura: Champsodontid
fishes in the world.

Tetsuji Nakabo, Umeyoshi Yamada and Tsuyoshi Matsuda:
Revision of the genus Pristigenys (Priacanthidae) from
Indo-West Pacific.

Neal M. Teitler: Preliminary report on preserving life
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colors in fish specimens and a proposal for standardizing
color notation.

Sho Tanaka, H. L. Pratt, Jr. and J. G. Casey: SEM
observations on the sperm of some elasmobranches.

Tomoaki Goto and Kazuhiro Nakaya: Phylogeny of ore-

ctoloboid sharks.

Kazuhiro Nakaya and Matthias Stehmann: Taxonomy of
two species of Apristurus from North Atlantic.

Shigeru Shirai, Soichi Hagiwara and Kazuhiro Nakaya:
Two undescribed species of Scyliorhinus from southern

Japan.

Takashi Asahida, Hitoshi Ida, Hiroaki Terashima, Noboru
Oka and Ken-ichi Hayashizaki: Karyotypes and cellular
DNA contents of some sharks in the family Carcha-

rhinidae.
Toru Kitamura and Akira Takemura: Review of the genus

Etmoptents.

Yoshiaki Tominagai Asymmetry in Teleostei.

Teruya Uyeno and Takeshi Shimizu: Upper Cretaceous

coccodontid fishes of the order Pycnodontiformes from
Mount Lebanon.

Yoshitaka Yabumoto: New amiiform fish from the Lower
Cretaceous Kwanmon Group in Kitakyushu, Japan.

Yoichi Sato: Phylogenetic relationships of Clupeoidei.

Masaki Miya and Douglas F. Markle: An undescribed

species of the alepocephalid fish: a highly apomorphic
member of tsajacalifornia?

Nobuhiro Suzuki: Larval skin structure of bitterling.
Tsuneo Nakajima: On two new species of fossil Cyprinus

from the Kobiwako Group.
Naohiko Takeshita, Toshio Okazaki, Jeon Sang-Rin and

Seir6 Kimura: Genetic divergence of two types of the

Japanese barbel and the steed barbel.

Atsushi Doi and Yasuhiko Taki: Ichthyofauna of the Pai

River (Thailand) and an undescribed cyprinid species

from the river.
Porfirio Alvarez-Torres, Hiroshi Kohno and Yasuhiko

Taki: Geographic variation in the cyprinid, Puntius

binotatus.

Yoshimasa Aonuma, Tetsuo Yoshino and Chyng-Shyan

Tzeng: Fishes of the genus Rhinogobius found in
Taiwan, with notes on their zoogeography.

Chavalit Vidthayanon and Prachit Wongrat: An unde-

scribed species of goby from wetlands in the Mekong
River basin, northeastern Thailand.

Katsuo Mashiko and Sdichi Yamane: Sexual dimorphism
in a gobiid fish Tridentiger kuroiwae brevispinis.

Toshio Okazaki, Takanori Kobayashi and Kenji Saito:

Genetic divergence in the Japanese forms of the cyprinid
genus Carassius based on restriction endonuclease cle-

avage patterns of mt-DNA. II.
Takeichiro Kafuku: The golden crucian carp in China.

Kenji Saito, Takanori Kobayashi, Rei Ueshima and Ken-
ichi Numachi: Mitochondrial DNA divergence in Jap-

anese spined loaches.

言己

Midori Kobayakawa:  Undescribed species of the genus

O″θた(Siluridac)frOm Borneo.
Hironlitsu Endo, Mamoru Yabe and Kunio AInaoka:

Records of lnacrourid larvac frorrl the North Pacinc.

Michiko KOhara and Yasuhiko′ raki: First record of the

pearl■ sh,0“
“
χοごο
“
′αrVJbrac力 J“″2,fronl Japan.

Gento Shinohara and Kunio Amaoka: Interrelationships of

ル χαgttα F"η OS Species based on morphological charac‐

ters.

Hisashi lmamura and Kunio AInaoka:  An undescribed

nathead Ofthe genus Cra″ 2“oP′ J′gs collected fronl South

China Sea。

Mitsuhiro Sakashita and Tctsuo Yoshino:  Revision of

genus Praッ c(フ乃αJ“s frolm Japan and South‐ East Asia.

Toshio Okazaki and′ rakanOri Kobayashi: Genetic diver‐

gence of Japanese sculpin, Cor′

“
s pο J′

“
χ, with special

reference to the inodes of speciation.

Takashi Murai,Tetsuli Nakabo and Takahiro Kinoshita:

Record of a cottid ish,Icθ′
“
ss″4osθ

““
s from the

southern part of the Sca of Japan.

Mamoru Yabe and 10samu Okamura: Two cottid nshes of

the genus Zasrlicθ′
“
s fronl Japan。

Kenii MOChiZuki and Masahiro Aizawa: Bη リカOSrO閣α

carpθ

“

″rli fronl the North Pacinc occan.

Akiko Morota,Kiyoshi Fujita and Hiroshi Kohno: Spe‐

cies‐ specincity in disc lanlina spinules of the Echeneidac.

Yukio lwatsuki, Masato Akasaki and Tetsuo Yoshino:

Validity of二

“

rJila“

“
s oPL“ノsθ

“

j′

(Bleeker)with its related

species,二 .ッ j′″ (QuOy et Gaimard)。
Kunio Sasaki: A revision of the sciaenid genus Jo力

“

j“ュ

Keiichi Sakai and Tctsuli Nakabo:A review of the genus

KyPAos“ s(Kyphosidac)frOm the lndo‐ Pacinc Occan.

Koichi Ueno and Jeng‐ Ha Kang: E)istribution of hetero‐

chromatin and nucleolar organizers in the chromosomes

of two girellid and three kyphosid ishes.

Muneo Okiyama and Yasuyuki Kitagawa: Two types of
pelagic larvae referable to Fθ

“
brops(PerCOphidac:

Blennioidei).

Tetsuo Yoshino and Yu Sakurai: An undescribed rabbitish

from the Ryukyu lslands,closely related to Sigα
““
s

αrge“ ′θ
“
乱

Keizo YosirFlura and Kunio AInaoka:  Phylogeny of

stromateoid ishes based on comparative osteology and

myology.

Kouichi Hoshino and Kunio AInaoka: C)steology and the

relationships of■

"力
rli“θcres sJ“θ

“
sふ

Kunio Amaoka,Eili Mihara and Jacques R市 aton: A
review of the genus PragliopSα′α (PleurOnectidac)。

Kazuo Sakamoto and′ reruya uyeno: Two fossils of nat‐

■shes from Miocene in Japan.

Ke五 chi Matsuura and Hirokazu Kishilnoto:  An unde¨

scribed triggensh of the genus R力 j“θcα
“
′力
"s C011ected

fronl the Ryukyu lslands.

Tetsuo lwanli, Akiko Ogawa and Ke五 chi Matsuura:

Karyotypes in three species of the boxnsh genus Lα crorlia。
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Kadoo Miyaki, Osame Tabeta and Hiroshi Kayano:
Karyotype and skun mOrphology of artincial hybrids

between 7した1ルg“ 認br"ω and=′οθcJJo4ο′
“
s

4.1992年 度第 1回編集委員会

4月 1日 12:∞-13:∞.編集委員 13名が出席して第 1

回編集委員会が開かれた。編集委員長に松浦啓一氏,副

編集委員長に佐野光彦氏を選出した.主任編集委員は当

分の間,多紀保彦氏が担当することになった.編集幹事

には, これら3氏 と宮正樹氏を選出した.今年度から編

集システムを改めることになったため, この点について

討議するとともに,今までの問題点や今後の編集委員会
の開き方などについて検討した.新 しい編集システムと

従来の方法の主な違いは以下のとおりである.

新しい方法では,著者は投稿原稿を編集委員長に送

り,編集委員長は原稿を担当編集委員に郵送する。従来
の方法では,ほぼ月 1回の割合で開かれていた編集幹事

会で担当編集幹事を決めていたため,編集幹事会の次の

日に送付されてきた原稿は 1カ 月間そのままになり,編

集作業に円滑さを欠く一つの原因になっていた.第 2に

編集委員に在京以外の会員を多くして,編集委員会の若

返りと強化を行った.魚類学雑誌に投稿される原稿の内

容が多彩となってきたためである。また,在京以外の編

集委員がぶ、えたため,編集委員会は毎月開くのではな

く,年数回開くことにした.

5。 懇親会

3月 31日 18:∞-20:∞.本年度から事前申し込み制が

導入されたが,参加者は 124名あり,ほぼ適正な密度の

懇親会となり,盛会であった.

日本学術会議だよりNo.24(1992年 3月 )

昨年 10月 の第 H3回総会で設置された第 15期の各特

別委員会が活動を開始した.ま た,平成 2年 4月 の総会

で勧告を採決した IGBPの研究の連絡,調整を図る場と

して,「地球圏一生物圏国際協同研究計画 (IGBP)シ ン

ポジウム」を去る2月 4-5日 に開催した.

(1991

数
日現在)

員
月

会

年

国 内 国 外

個人会員

名誉会員
団体会員

賛助会員

913(-5)
5

69

4

211(+1)  1124(-4)
1            6

69

4

読

贈

購

寄

110

9

119

10

229

19

( )内 はこの 1年間の増減数

会員数及び入退会者数の推移

国 内 国  外 退会

会員数 入会 退会  会員数 入会 退会 処分
年度

86   895   26
87   892   30

88   888   49
89   898   54
90   918   46
91   913   30

22

31

27

26

37

12

196   13
196    8
202   13

202    8
210   10

211    8

91

0

21

20

7

17

会員数は3月 上旬,入退会数は3月 末日に集計してい
るので,各年度の入会者数と退会者の差引と会員数の
増減とは必ずしも一致しない.
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日本魚類学会 1991年度収支決算
(自 1991年 3月 1日 至 1992年 2月 29日 )

収入の部 (単位三円)

要摘科
1991年度

予 算 額

1991年度

決 算 額
予―決

費
費
費
費
費
料
内
外
入
料
代
金
入
金
金
金
入

7,261,400

5,859,000

820,000
80,000

502,400

1,363,000

720,000

643,000

200,000

60,000

700,000

2,100,000

5∞,000
40,000

0

525,000

930 x Y7,000 x90%
70 {+ x Y 12,000 x95%
4trxY20,000xtw%
160 &x (Y4,000- Y 1,500) x 80%
60 zx (Y4,000 - Y200) x 80%

100 {+ x Y 12,000 x6o%
I t5 {+ x (86$ x Y 130) x50%

7,987,090     -725,690
6,364,000     -505,000
888,000      -68,000
79,588           412
655,502      -153,102
1,434,150       -71,150
720,000             0
714,150    -71,150
357,690     -157,690
180,000     -120,000
616,835        83,165
2,100,000           0
954,303     -454,303
34,000        6,000
0            0

0
525,000           0

言十 12,749,400 14,189,068    -1,439,668

前 年 度 繰 越 金 3,186,384 3,186,384

〈
口 言十 15,935,784 17,375,452    -1,439,668

支出の部

要摘科
1991年度

予 算 額

1991年度

決 算 額
予一決

″何

威

一
　

一送

〈
口

　

¨

口
印
　

刷

一　
　
　
託

一　
　
　

口
Ш
　

　

　

　

科

喜

¨

発
作
集
発
会
会
ジ
　

信
　
件
通
委
会
会
備
賛
　
備
行
成

誌

簿

一
　

士
嘗

貝

　

パ

耗
仙
　

一印

　

　

務
一
　

　

一器

　
　

　
　

一議

絲
¨

会
名
編
会
役
年

シ
消
通
諸
人
交
業
　
　
什
協
雑
予
会
名

費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
費
員
言十
費
金
費
費
金
金

7,500,000

0
8∞,000
600,000

50,000

5∞,000
150,000

20,000

600,000

250,000

20,000

250,000
2,150,000

1,500,000

650,000

20,000

30,000

3∞,000
50,000

525,000
150,000

6,801,931

0

800,000

546,345

3,450

546,268

150,000

0
478,384

350,690

0
221,880

2,091,936

1,441,936

650,000

0
30,000

616,068

0
525,000
150,000

698,069

0
0

53,655
46,550

-46,268
0

20,000

121,616

-100,690
20,000

28,120

58,064

58,064

0
20,000

0
-316,068

50,000

0
0

言十 13,965,000 13,311,952 653,048

次 年 度 繰 越 金 1,970,784 4,063,500    -2,092,716

言十〈
口

15,935,784
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貸借対照表

(1992年 2月 29日現在)

財産目録
(1992年 2月 29日 現在)

(単位:円 ) 資産の部 (単位:円 )

借 方 貸 方 摘科 要 金 額

科 目 金 額 科 目 金 額

金

金

金

産

現

資

け
　

収
口

動

預

小

未

流

流動資産

罰頁 け 当≧  1,946,498

小日現金  H9,462
未収入金  436,2∞
立 替 金  570,630
定期預金 2,250,000

流動負債

前 受 会 費
仮  受  金
会誌発行引当金

名簿作成積立金

次年度繰越金

前年度繰越金

今年度剰余金

255,800

228,490

525,000

250,000

4,063,500

3,186,384

877,116

立  替  金
定 期 預 金

(財)日本学会事務センター 1,946,498

学 会 手 許 金 119,462

436,200

広   告   料  150,000
著 者 負 担 印 刷 代  286,2∞
学 会 誌 別 刷 代  570,630
日本信託銀行銀座支店 2,250,000

計Ａ
口 5,322,790

合 計 5,322,790 計 5,322,790
負債の部

Ａ
口

摘科 要 金 額

流 動 負 債

前 受 会 費
仮 受 金 年 会 準 備 金

会誌発行引当金
名簿作成積立金

255,800

228,490

525,000

250,000

〈
口 計 1,259,290

繰越金

摘科 要 金 額

金
金

越

余
繰
剰

度

度
年
年
一則
〈
「

3,186,384

877,116

〈
口 計 4,063,500
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△

日本魚類学会 1992年度収支予算
(自 1992年 3月 1日 至 1993年 2月 28日 )

収入の部 (単位:円 )

要摘科 1991年度決算額  1992年度予算額

口貝額
銭
類
壮Л

会

体

助

国

正

団

賛

外

〈
ム
　

　

　

　

購

国
国
BACK NO。 収
広   告
著 者 負担 印 刷
学 会 補 助

雑   収
入   会
名簿積立金戻入

会 誌 発 行 引 当

戻 し 入 れ 収

7,987,090

6,364,000

888,000

79,588

655,502

1,434,150

720,000

714,150

357,690

180,000

616,835

2,100,000

954,303

34,000

0

525,000

7,265,000

5,733,000

804,000

80,000

648,000

1,460,000

720,000

740,000

200,000

120,000

600,000

2,100,000

5∞,000
40,000

0

525,000

費

費

費
費

費

料

内

外
入

料

代
金

入
金
金

金

入

910名 ×¥7,000× 90%
70件×¥12,000× 95%
4口 ×¥20,000× 100%
150名 ×(¥5,000-¥1,5∞)× 80%
60名 ×(¥5,000-¥250)× 80%
100件 ×¥12,000× 60%
115件 ×¥12,000× 54%

言十 14,189,068 12,810,000

前 年 度 繰 越 金 3,186,384 4,063,500

言十〈
口

17,375,452 16,873,500

支出の部

科 1991年度決算額  1992年度予算額 要摘

6,801,931

0

8∞,000
546,345

3,450

546,268

150,000

0

478,384

350,690

0

221,880

2,091,936

0

30,000

616,068

0

525,000

150,000

7,000,000

0

1,300,000

600,000

50,000

5∞,000
200,000

50,000

400,000

400,000

20,000

150,000

2,150,000

50,000

30,000

3∞,000
50,000

525,000

150,000

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

費

費

金

金

当

立

″何
成

　
送

〈
口
　
　
¨
口
印
　
刷
　
　
　
託

口
ｍ

引

積

発

作

集

発

会

会

ジ
　

信

件

通

委

備

賛

　

備

行

成

誌

簿

　
誌

員

　
パ

耗
一
　
一叩
　
　
　
辞

巽
術

発

作

誌

簿

会

名

編

会

役

年

シ
消

通

諸

人

交

業

什

協

雑

予

会

名

言十 13,311,952 13,925,000

次 年 度 繰 越 金 4,063,500 2,948,500

17,375,452
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